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水稲用一発除草剤

®は登録商標

安全性の高い有効成分「イプフェンカルバゾン」
ノビエに対して約70日間の

長期残効性！！

2411SKJ

各草種に対する殺草症状

2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

処理時 処理11日後 処理18日後 処理29日後

処理時 処理5日後 処理16日後 処理23日後

処理時 処理5日後 処理16日後 処理23日後

トリニティ
フロアブル

（500㎖/10a）

無処理

殺草スペクトラム

トリニティ剤の主な雑草に対する殺草スペクトラムは以下の通りです。
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◎ノビエ2.5葉期 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
効果：◎極大、〇大、△中、×小 ＊必要に応じて有効な前処理剤または後処理剤との組み合わせで使用してください。

処理時期

イプフェンカルバゾン
（25 ga.i./10a）

◎発生前 ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ ×
◎ノビエ2.5葉期 ◎ △ △ △ × × × ×

× ×
× ×

テフリルトリオン
（20 ga.i./10a）

○発生前 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
×ノビエ2.5葉期 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎

○ ○
○ ○

ベンスルフロンメチル
（7.5 ga.i./10a）

×発生前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
×ノビエ2.5葉期 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

○ ○
○ ○

上手な使い方
散布の前に
苗の植え付けが均一になるように、代かきは丁寧に
行ってください。また、未熟有機物を施用した場合は
特に丁寧に行ってください。

安全使用上のポイント
水田に散布されたトリニティ剤の有効成分は、いったん田面水に溶けてから土壌表面に吸着され、除草剤処理層が形
成されます。通常、水稲の根部は処理層の下にあるため、薬害が出ませんが、下のイラストのように処理層に水稲の根
が触れやすい条件や、軟弱徒長苗を移植した水田では、水稲に影響が出る場合があります。

散布時
水の出入りを止めて、湛水のまま散布してください。
散布後少なくとも3～4日間は通常の湛水状態を保ち、
散布後7日間は落水、かけ流しはしないでください。

【砂質土壌】 【漏水田】

除草剤処理層 除草剤処理層 除草剤処理層

【軟弱徒長苗を移植した水田】 【浮き苗】

［水稲に影響が出る条件］

【極端な浅植え】

本印刷物は2024年11月時点での知見に基づいて作成しています。

●使用前にラベルをよく読んでください。●ラベルの記載以外には使用しないでください。●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。 空袋・空容器は圃場などに放置せず、適切に処理してください。

1キロ粒剤 フロアブル

ホームページの製品情報へホームページの製品情報へ

【ノビエ2葉期処理】

2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

トリニティ
フロアブル

（500㎖/10a）

無処理

【ホタルイ2葉期処理】

2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

トリニティ
フロアブル

（500㎖/10a）

無処理

【コナギ2.2葉期処理】

代かきは
丁寧に

除草剤処理層

除草剤処理層



ベンスルフロンメチルテフリルトリオンイプフェンカルバゾン
22715除草剤分類

0.75%2.0%2.5%

1.4%4.0%5.0%
含有量 1キロ粒剤

フロアブル

ベンスルフロンメチルテフリルトリオンイプフェンカルバゾン

構 造 式

性　　状

融　　点

水溶解度

土壌吸着係数（Koc）

白色固体

133.8～137.3℃

0.515mg/L（20℃）

484～27,700

淡黄色粉末

113.7～115.4℃

64.2g/L（pH7、20℃）

108～1,226

白色固体

179℃

6.65mg/L（20℃）

1,075～4,826
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イプフェンカルバゾンのシンボルマーク
中央の「i」はイプフェンカルバゾンの頭文字。
その周りの点は、ノビエに対する約70日間の
長期残効をイメージしてデザインされています。

北興化学工業株式会社は
イプフェンカルバゾン開発により、
2016年日本農薬学会業績賞（技術）を
受賞しました。

有効成分と含有量

物理的特性

特　長

イプフェンカルバゾン

社内自主試験事例

発生密度別のノビエ2.5葉期に対する除草効果

ノビエ
3,250本/m2

処理33日後撮影
2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

ノビエ
325本/m2

トリニティ１キロ粒剤
（1kg/10a） 対照剤F 対照剤G 無処理

トリニティ剤はノビエの発生密度が高い状態でも優れた除草効果を示します。

■ 最終調査：移植2日後処理：処理81日後、移植13日後処理：処理70日後

実施場所： 宮城県名取市内
供試薬剤： トリニティ1キロ粒剤 (1kg/10a)、対照剤H（1kg/10a)
試験規模： 6㎡（3×2m）、2反復
発生雑草： ノビエ、カヤツリグサ、ホタルイ、広葉雑草（アゼナ、ミゾハコベ）
調査方法： 試験区内（1㎡相当に換算）の雑草の乾燥重量を測定

試験日程： 植　　代； 5月2日
 移　　植； 5月6日（植代4日後）
 薬剤処理； 5月8日（移植2日後）または5月19日（移植13日後）
 抜取調査； 7月28日（移植2日後処理の場合処理81日後、移植13日後処理の場合処理70日後）

2023年　石原バイオサイエンス（株）　社内自主試験

■ 最終調査時の様子

トリニティ1キロ粒剤
（移植2日後処理）
処理81日後

トリニティ1キロ粒剤
（移植13日後処理）
処理70日後

無処理区対照剤H
（移植2日後処理）
処理81日後

対照剤H
（移植13日後処理）
処理70日後

【移植当日処理（処理45日後）】

処 理 薬 量 ： トリニティ1キロ粒剤（1kg/10a）
供 試 草 種 ： ホタルイ（SU-Rイヌホタルイ）、
  ヘラオモダカ（SU感受性とSU-Rの混発）、
  アゼナ（SU-Rタケトアゼナ）、シズイ
処理時葉齢 ： いずれも発生前
除草効果程度 ： 100（完全枯死）～0（無処理と同等）

処 理 薬 量 ： トリニティ1キロ粒剤（1kg/10a）
供 試 草 種 ： ホタルイ（SU-Rイヌホタルイ）、
  ヘラオモダカ（SU感受性とSU-Rの混発）、
  アゼナ（SU-Rタケトアゼナ）、シズイ
処理時葉齢 ： ホタルイ2葉期、ヘラオモダカ2葉期、
  アゼナ3対葉期、シズイ2～3.5葉期
除草効果程度 ： 100（完全枯死）～0（無処理と同等）

処 理 薬 量 ： トリニティフロアブル（500㎖/10a）
試 験 規 模 ： 200㎡（10m×20m）
優 占 草 種 ： ホタルイ（SU-Rイヌホタルイ）、イボクサ
処理時葉齢 ： いずれも発生前

SU抵抗性雑草に対する除草効果
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【ノビエ2.5葉期処理（処理41日後）】
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【移植９日後処理（処理60日後）】
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2012年　北興化学工業㈱北海道試験農場　圃場試験2012年　北興化学工業㈱北海道試験農場　圃場試験 2014年　北興化学工業（株）　現地（宮城県）試験

対照剤Bトリニティフロアブルトリニティ1キロ粒剤 対照剤A

平 均 水 温 ： 11.6℃　　最低水温の平均：5.3℃　　最高水温の平均：22.3℃
処 理 薬 量 ： トリニティフロアブル（500㎖/10a）
供 試 草 種 ： ノビエ、ホタルイ（SU-Rイヌホタルイ）、アゼナ（SU-Rタケトアゼナ）
処理時葉齢 ： いずれも発生前
除草効果程度 ： 100（完全枯死）～0（無処理と同等）

2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

【ノビエ2.5葉期処理（処理43日後）】
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平 均 水 温 ： 10.6℃　　最低水温の平均：4.7℃　　最高水温の平均：21.1℃
処 理 薬 量 ： トリニティフロアブル（500㎖/10a）
供 試 草 種 ： ノビエ、ホタルイ（SU-Rイヌホタルイ）、アゼナ（SU-Rタケトアゼナ）
処理時葉齢 ： ノビエ2.5葉期、ホタルイ2葉期、アゼナ発生前
除草効果程度 ： 100（完全枯死）～0（無処理と同等）

2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

トリニティフロアブル 対照剤C 対照剤D 対照剤E

低温条件での除草効果

トリニティ剤は、低温条件でも雑草発生前からノビエ2.5葉期までの処理で各種水田雑草に対して高い効果を発揮します。

【雑草発生前処理（処理43日後）】
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《除草効果》 《水稲に対する安全性》

ノビエ

カヤツリグサ類

コナギ（ミズアオイ）

その他広葉

マツバイ

ホタルイ

ミズガヤツリ

ウリカワ

移植当日処理

移植5日後処理

ノビエ2葉期処理

ノビエ2.5葉期処理

0 20 40 60 80 100
試験例数割合（％）除草効果（％）

＊グラフ内の数字は試験事例数

0 20 40 60 80 100

薬害程度　　無～微　　小以上

6

17

13

18

日本植物調節剤研究協会 委託試験の結果まとめ（2010-2013年）日本植物調節剤研究協会 委託試験の結果まとめ（2010-2013年）

移植当日処理 移植5日後処理 ノビエ2葉期処理 ノビエ2.5葉期処理

トリニティフロアブル トリニティフロアブル

除草効果と水稲に対する安全性
トリニティ剤は、移植当日処理からノビエ2.5葉期処理までのいずれの処理時期でも各種雑草に対して高い効果を発揮し、
また、移植水稲に対して十分な安全性を示します。

トリニティ剤は、各種のSU抵抗性雑草（SU-R雑草）やシズイ、イボクサなどに対して高い効果を発揮します。

1キロ粒剤1kg フロアブル500㎖

地
上
部
生
重

トリニティ1キロ粒剤の長期残効性を確認しました

トリニティ1キロ粒剤区はいずれもノビエの後発生はみられませんでした

0

0

0

0

ノビエに対する長期残効性
有効成分イプフェンカルバゾンがノビエの発生を長期間抑えます

SU抵抗性雑草に有効
SU抵抗性雑草（ホタルイ、コナギ、アゼナ類等）に高い効果を示します

多年生雑草に有効
ウリカワ、ミズガヤツリ等に高い効果を示します

（
　
　
　
）

g
/
㎡

イプフェンカルバゾンはノビエに対し2.5葉期までの処理で高い効果を示します。

ノビエに対して約70日間の長期残効性を有します。

水稲に対する安全性が高く、田植同時処理に最適な有効成分です。

＊ t は残草量1%未満を意味する
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0%

0%
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0%
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ｔ ＊

1,285
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ｔ ＊

1,029

移植 2 日後処理

移植13日後処理

移植 2 日後処理

移植13日後処理

トリニティ１キロ粒剤
（1kg/10a）

対照剤H

無処理区の各雑草乾燥重量（g/㎡）

対無処理区
残草量

カヤツリグサ ホタルイ その他 広葉雑草
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水稲用一発除草剤

®は登録商標

安全性の高い有効成分「イプフェンカルバゾン」
ノビエに対して約70日間の

長期残効性！！

2411SKJ

各草種に対する殺草症状

2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

処理時 処理11日後 処理18日後 処理29日後

処理時 処理5日後 処理16日後 処理23日後

処理時 処理5日後 処理16日後 処理23日後

トリニティ
フロアブル

（500㎖/10a）

無処理

殺草スペクトラム

トリニティ剤の主な雑草に対する殺草スペクトラムは以下の通りです。
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◎ノビエ2.5葉期 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
効果：◎極大、〇大、△中、×小 ＊必要に応じて有効な前処理剤または後処理剤との組み合わせで使用してください。

処理時期

イプフェンカルバゾン
（25 ga.i./10a）

◎発生前 ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ ×
◎ノビエ2.5葉期 ◎ △ △ △ × × × ×

× ×
× ×

テフリルトリオン
（20 ga.i./10a）

○発生前 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
×ノビエ2.5葉期 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎

○ ○
○ ○

ベンスルフロンメチル
（7.5 ga.i./10a）

×発生前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
×ノビエ2.5葉期 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

○ ○
○ ○

上手な使い方
散布の前に
苗の植え付けが均一になるように、代かきは丁寧に
行ってください。また、未熟有機物を施用した場合は
特に丁寧に行ってください。

安全使用上のポイント
水田に散布されたトリニティ剤の有効成分は、いったん田面水に溶けてから土壌表面に吸着され、除草剤処理層が形
成されます。通常、水稲の根部は処理層の下にあるため、薬害が出ませんが、下のイラストのように処理層に水稲の根
が触れやすい条件や、軟弱徒長苗を移植した水田では、水稲に影響が出る場合があります。

散布時
水の出入りを止めて、湛水のまま散布してください。
散布後少なくとも3～4日間は通常の湛水状態を保ち、
散布後7日間は落水、かけ流しはしないでください。

【砂質土壌】 【漏水田】

除草剤処理層 除草剤処理層 除草剤処理層

【軟弱徒長苗を移植した水田】 【浮き苗】

［水稲に影響が出る条件］

【極端な浅植え】

本印刷物は2024年11月時点での知見に基づいて作成しています。

●使用前にラベルをよく読んでください。●ラベルの記載以外には使用しないでください。●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。 空袋・空容器は圃場などに放置せず、適切に処理してください。

1キロ粒剤 フロアブル

ホームページの製品情報へホームページの製品情報へ

【ノビエ2葉期処理】

2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

トリニティ
フロアブル

（500㎖/10a）

無処理

【ホタルイ2葉期処理】

2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

トリニティ
フロアブル

（500㎖/10a）

無処理

【コナギ2.2葉期処理】

代かきは
丁寧に

除草剤処理層

除草剤処理層



ベンスルフロンメチルテフリルトリオンイプフェンカルバゾン
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ベンスルフロンメチルテフリルトリオンイプフェンカルバゾン

構 造 式

性　　状

融　　点

水溶解度

土壌吸着係数（Koc）

白色固体

133.8～137.3℃

0.515mg/L（20℃）

484～27,700

淡黄色粉末

113.7～115.4℃

64.2g/L（pH7、20℃）
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イプフェンカルバゾンのシンボルマーク
中央の「i」はイプフェンカルバゾンの頭文字。
その周りの点は、ノビエに対する約70日間の
長期残効をイメージしてデザインされています。

北興化学工業株式会社は
イプフェンカルバゾン開発により、
2016年日本農薬学会業績賞（技術）を
受賞しました。

有効成分と含有量

物理的特性

特　長

イプフェンカルバゾン

社内自主試験事例

発生密度別のノビエ2.5葉期に対する除草効果

ノビエ
3,250本/m2

処理33日後撮影
2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

ノビエ
325本/m2

トリニティ１キロ粒剤
（1kg/10a） 対照剤F 対照剤G 無処理

トリニティ剤はノビエの発生密度が高い状態でも優れた除草効果を示します。

■ 最終調査：移植2日後処理：処理81日後、移植13日後処理：処理70日後

実施場所： 宮城県名取市内
供試薬剤： トリニティ1キロ粒剤 (1kg/10a)、対照剤H（1kg/10a)
試験規模： 6㎡（3×2m）、2反復
発生雑草： ノビエ、カヤツリグサ、ホタルイ、広葉雑草（アゼナ、ミゾハコベ）
調査方法： 試験区内（1㎡相当に換算）の雑草の乾燥重量を測定

試験日程： 植　　代； 5月2日
 移　　植； 5月6日（植代4日後）
 薬剤処理； 5月8日（移植2日後）または5月19日（移植13日後）
 抜取調査； 7月28日（移植2日後処理の場合処理81日後、移植13日後処理の場合処理70日後）

2023年　石原バイオサイエンス（株）　社内自主試験

■ 最終調査時の様子

トリニティ1キロ粒剤
（移植2日後処理）
処理81日後

トリニティ1キロ粒剤
（移植13日後処理）
処理70日後

無処理区対照剤H
（移植2日後処理）
処理81日後

対照剤H
（移植13日後処理）
処理70日後

【移植当日処理（処理45日後）】

処 理 薬 量 ： トリニティ1キロ粒剤（1kg/10a）
供 試 草 種 ： ホタルイ（SU-Rイヌホタルイ）、
  ヘラオモダカ（SU感受性とSU-Rの混発）、
  アゼナ（SU-Rタケトアゼナ）、シズイ
処理時葉齢 ： いずれも発生前
除草効果程度 ： 100（完全枯死）～0（無処理と同等）

処 理 薬 量 ： トリニティ1キロ粒剤（1kg/10a）
供 試 草 種 ： ホタルイ（SU-Rイヌホタルイ）、
  ヘラオモダカ（SU感受性とSU-Rの混発）、
  アゼナ（SU-Rタケトアゼナ）、シズイ
処理時葉齢 ： ホタルイ2葉期、ヘラオモダカ2葉期、
  アゼナ3対葉期、シズイ2～3.5葉期
除草効果程度 ： 100（完全枯死）～0（無処理と同等）

処 理 薬 量 ： トリニティフロアブル（500㎖/10a）
試 験 規 模 ： 200㎡（10m×20m）
優 占 草 種 ： ホタルイ（SU-Rイヌホタルイ）、イボクサ
処理時葉齢 ： いずれも発生前

SU抵抗性雑草に対する除草効果
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【ノビエ2.5葉期処理（処理41日後）】
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【移植９日後処理（処理60日後）】
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2012年　北興化学工業㈱北海道試験農場　圃場試験2012年　北興化学工業㈱北海道試験農場　圃場試験 2014年　北興化学工業（株）　現地（宮城県）試験

対照剤Bトリニティフロアブルトリニティ1キロ粒剤 対照剤A

平 均 水 温 ： 11.6℃　　最低水温の平均：5.3℃　　最高水温の平均：22.3℃
処 理 薬 量 ： トリニティフロアブル（500㎖/10a）
供 試 草 種 ： ノビエ、ホタルイ（SU-Rイヌホタルイ）、アゼナ（SU-Rタケトアゼナ）
処理時葉齢 ： いずれも発生前
除草効果程度 ： 100（完全枯死）～0（無処理と同等）

2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

【ノビエ2.5葉期処理（処理43日後）】

ノビエ
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平 均 水 温 ： 10.6℃　　最低水温の平均：4.7℃　　最高水温の平均：21.1℃
処 理 薬 量 ： トリニティフロアブル（500㎖/10a）
供 試 草 種 ： ノビエ、ホタルイ（SU-Rイヌホタルイ）、アゼナ（SU-Rタケトアゼナ）
処理時葉齢 ： ノビエ2.5葉期、ホタルイ2葉期、アゼナ発生前
除草効果程度 ： 100（完全枯死）～0（無処理と同等）

2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

トリニティフロアブル 対照剤C 対照剤D 対照剤E

低温条件での除草効果

トリニティ剤は、低温条件でも雑草発生前からノビエ2.5葉期までの処理で各種水田雑草に対して高い効果を発揮します。

【雑草発生前処理（処理43日後）】
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《除草効果》 《水稲に対する安全性》
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日本植物調節剤研究協会 委託試験の結果まとめ（2010-2013年）日本植物調節剤研究協会 委託試験の結果まとめ（2010-2013年）

移植当日処理 移植5日後処理 ノビエ2葉期処理 ノビエ2.5葉期処理

トリニティフロアブル トリニティフロアブル

除草効果と水稲に対する安全性
トリニティ剤は、移植当日処理からノビエ2.5葉期処理までのいずれの処理時期でも各種雑草に対して高い効果を発揮し、
また、移植水稲に対して十分な安全性を示します。

トリニティ剤は、各種のSU抵抗性雑草（SU-R雑草）やシズイ、イボクサなどに対して高い効果を発揮します。

1キロ粒剤1kg フロアブル500㎖

地
上
部
生
重

トリニティ1キロ粒剤の長期残効性を確認しました

トリニティ1キロ粒剤区はいずれもノビエの後発生はみられませんでした

0

0

0

0

ノビエに対する長期残効性
有効成分イプフェンカルバゾンがノビエの発生を長期間抑えます

SU抵抗性雑草に有効
SU抵抗性雑草（ホタルイ、コナギ、アゼナ類等）に高い効果を示します

多年生雑草に有効
ウリカワ、ミズガヤツリ等に高い効果を示します

（
　
　
　
）

g
/
㎡

イプフェンカルバゾンはノビエに対し2.5葉期までの処理で高い効果を示します。

ノビエに対して約70日間の長期残効性を有します。

水稲に対する安全性が高く、田植同時処理に最適な有効成分です。

＊ t は残草量1%未満を意味する
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1,029

移植 2 日後処理

移植13日後処理

移植 2 日後処理

移植13日後処理

トリニティ１キロ粒剤
（1kg/10a）

対照剤H

無処理区の各雑草乾燥重量（g/㎡）

対無処理区
残草量

カヤツリグサ ホタルイ その他 広葉雑草
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イプフェンカルバゾンのシンボルマーク
中央の「i」はイプフェンカルバゾンの頭文字。
その周りの点は、ノビエに対する約70日間の
長期残効をイメージしてデザインされています。

北興化学工業株式会社は
イプフェンカルバゾン開発により、
2016年日本農薬学会業績賞（技術）を
受賞しました。

有効成分と含有量

物理的特性

特　長

イプフェンカルバゾン

社内自主試験事例

発生密度別のノビエ2.5葉期に対する除草効果

ノビエ
3,250本/m2

処理33日後撮影
2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

ノビエ
325本/m2

トリニティ１キロ粒剤
（1kg/10a） 対照剤F 対照剤G 無処理

トリニティ剤はノビエの発生密度が高い状態でも優れた除草効果を示します。

■ 最終調査：移植2日後処理：処理81日後、移植13日後処理：処理70日後

実施場所： 宮城県名取市内
供試薬剤： トリニティ1キロ粒剤 (1kg/10a)、対照剤H（1kg/10a)
試験規模： 6㎡（3×2m）、2反復
発生雑草： ノビエ、カヤツリグサ、ホタルイ、広葉雑草（アゼナ、ミゾハコベ）
調査方法： 試験区内（1㎡相当に換算）の雑草の乾燥重量を測定

試験日程： 植　　代； 5月2日
 移　　植； 5月6日（植代4日後）
 薬剤処理； 5月8日（移植2日後）または5月19日（移植13日後）
 抜取調査； 7月28日（移植2日後処理の場合処理81日後、移植13日後処理の場合処理70日後）

2023年　石原バイオサイエンス（株）　社内自主試験

■ 最終調査時の様子

トリニティ1キロ粒剤
（移植2日後処理）
処理81日後

トリニティ1キロ粒剤
（移植13日後処理）
処理70日後

無処理区対照剤H
（移植2日後処理）
処理81日後

対照剤H
（移植13日後処理）
処理70日後

【移植当日処理（処理45日後）】

処 理 薬 量 ： トリニティ1キロ粒剤（1kg/10a）
供 試 草 種 ： ホタルイ（SU-Rイヌホタルイ）、
  ヘラオモダカ（SU感受性とSU-Rの混発）、
  アゼナ（SU-Rタケトアゼナ）、シズイ
処理時葉齢 ： いずれも発生前
除草効果程度 ： 100（完全枯死）～0（無処理と同等）

処 理 薬 量 ： トリニティ1キロ粒剤（1kg/10a）
供 試 草 種 ： ホタルイ（SU-Rイヌホタルイ）、
  ヘラオモダカ（SU感受性とSU-Rの混発）、
  アゼナ（SU-Rタケトアゼナ）、シズイ
処理時葉齢 ： ホタルイ2葉期、ヘラオモダカ2葉期、
  アゼナ3対葉期、シズイ2～3.5葉期
除草効果程度 ： 100（完全枯死）～0（無処理と同等）

処 理 薬 量 ： トリニティフロアブル（500㎖/10a）
試 験 規 模 ： 200㎡（10m×20m）
優 占 草 種 ： ホタルイ（SU-Rイヌホタルイ）、イボクサ
処理時葉齢 ： いずれも発生前

SU抵抗性雑草に対する除草効果
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【ノビエ2.5葉期処理（処理41日後）】

ホタルイ

100

80

60

40

20

0

除
草
効
果
程
度

100 92

ヘラオモダカ

100100

アゼナ

100100

シズイ

92 90

【移植９日後処理（処理60日後）】
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2012年　北興化学工業㈱北海道試験農場　圃場試験2012年　北興化学工業㈱北海道試験農場　圃場試験 2014年　北興化学工業（株）　現地（宮城県）試験

対照剤Bトリニティ フロアブルトリニティ 1キロ粒剤 対照剤A

平 均 水 温 ： 11.6℃　　最低水温の平均：5.3℃　　最高水温の平均：22.3℃
処 理 薬 量 ： トリニティフロアブル（500㎖/10a）
供 試 草 種 ： ノビエ、ホタルイ（SU-Rイヌホタルイ）、アゼナ（SU-Rタケトアゼナ）
処理時葉齢 ： いずれも発生前
除草効果程度 ： 100（完全枯死）～0（無処理と同等）

2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

【ノビエ2.5葉期処理（処理43日後）】
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平 均 水 温 ： 10.6℃　　最低水温の平均：4.7℃　　最高水温の平均：21.1℃
処 理 薬 量 ： トリニティフロアブル（500㎖/10a）
供 試 草 種 ： ノビエ、ホタルイ（SU-Rイヌホタルイ）、アゼナ（SU-Rタケトアゼナ）
処理時葉齢 ： ノビエ2.5葉期、ホタルイ2葉期、アゼナ発生前
除草効果程度 ： 100（完全枯死）～0（無処理と同等）

2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

トリニティ フロアブル 対照剤C 対照剤D 対照剤E

低温条件での除草効果

トリニティ剤は、低温条件でも雑草発生前からノビエ2.5葉期までの処理で各種水田雑草に対して高い効果を発揮します。

【雑草発生前処理（処理43日後）】
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移植当日処理 移植5日後処理 ノビエ2葉期処理 ノビエ2.5葉期処理

トリニティ フロアブル トリニティ フロアブル

除草効果と水稲に対する安全性
トリニティ剤は、移植当日処理からノビエ2.5葉期処理までのいずれの処理時期でも各種雑草に対して高い効果を発揮し、
また、移植水稲に対して十分な安全性を示します。

トリニティ剤は、各種のSU抵抗性雑草（SU-R雑草）やシズイ、イボクサなどに対して高い効果を発揮します。

1キロ粒剤1kg フロアブル500㎖

地
上
部
生
重

トリニティ1キロ粒剤の長期残効性を確認しました

トリニティ1キロ粒剤区はいずれもノビエの後発生はみられませんでした

0

0

0

0

ノビエに対する長期残効性
有効成分イプフェンカルバゾンがノビエの発生を長期間抑えます

SU抵抗性雑草に有効
SU抵抗性雑草（ホタルイ、コナギ、アゼナ類等）に高い効果を示します

多年生雑草に有効
ウリカワ、ミズガヤツリ等に高い効果を示します

（
　
　
　
）

g
/
㎡

イプフェンカルバゾンはノビエに対し2.5葉期までの処理で高い効果を示します。

ノビエに対して約70日間の長期残効性を有します。

水稲に対する安全性が高く、田植同時処理に最適な有効成分です。

＊ t は残草量1%未満を意味する

ノビエ
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771
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1,285
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1,029

移植 2 日後処理

移植13日後処理

移植 2 日後処理

移植13日後処理

トリニティ１キロ粒剤
（1kg/10a）

対照剤H

無処理区の各雑草乾燥重量（g/㎡）

対無処理区
残草量

カヤツリグサ ホタルイ その他 広葉雑草
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水稲用一発除草剤

®は登録商標

安全性の高い有効成分「イプフェンカルバゾン」
ノビエに対して約70日間の

長期残効性！！

2411SKJ

各草種に対する殺草症状

2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

処理時 処理11日後 処理18日後 処理29日後

処理時 処理5日後 処理16日後 処理23日後

処理時 処理5日後 処理16日後 処理23日後

トリニティ
フロアブル

（500㎖/10a）

無処理

殺草スペクトラム

トリニティ剤の主な雑草に対する殺草スペクトラムは以下の通りです。

トリニティ剤

ノ
ビ
エ

◎発生前
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◎
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ギ

◎
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◎

ウ
リ
カ
ワ

◎

ク
ロ
グ
ワ
イ

◎＊

オ
モ
ダ
カ

◎＊

◎ノビエ2.5葉期 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
効果：◎極大、〇大、△中、×小 ＊必要に応じて有効な前処理剤または後処理剤との組み合わせで使用してください。

処理時期

イプフェンカルバゾン
（25 ga.i./10a）

◎発生前 ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ ×
◎ノビエ2.5葉期 ◎ △ △ △ × × × ×

× ×
× ×

テフリルトリオン
（20 ga.i./10a）

○発生前 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
×ノビエ2.5葉期 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎

○ ○
○ ○

ベンスルフロンメチル
（7.5 ga.i./10a）

×発生前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
×ノビエ2.5葉期 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

○ ○
○ ○

上手な使い方
散布の前に
苗の植え付けが均一になるように、代かきは丁寧に
行ってください。また、未熟有機物を施用した場合は
特に丁寧に行ってください。

安全使用上のポイント
水田に散布されたトリニティ剤の有効成分は、いったん田面水に溶けてから土壌表面に吸着され、除草剤処理層が形
成されます。通常、水稲の根部は処理層の下にあるため、薬害が出ませんが、下のイラストのように処理層に水稲の根
が触れやすい条件や、軟弱徒長苗を移植した水田では、水稲に影響が出る場合があります。

散布時
水の出入りを止めて、湛水のまま散布してください。
散布後少なくとも3～4日間は通常の湛水状態を保ち、
散布後7日間は落水、かけ流しはしないでください。

【砂質土壌】 【漏水田】

除草剤処理層 除草剤処理層 除草剤処理層

【軟弱徒長苗を移植した水田】 【浮き苗】

［水稲に影響が出る条件］

【極端な浅植え】

本印刷物は2024年11月時点での知見に基づいて作成しています。

●使用前にラベルをよく読んでください。●ラベルの記載以外には使用しないでください。●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。 空袋・空容器は圃場などに放置せず、適切に処理してください。

1キロ粒剤 フロアブル

ホームページの製品情報へホームページの製品情報へ

【ノビエ2葉期処理】

2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

トリニティ
フロアブル

（500㎖/10a）

無処理

【ホタルイ2葉期処理】

2014年　北興化学工業㈱開発研究所　ポット試験

トリニティ
フロアブル

（500㎖/10a）

無処理

【コナギ2.2葉期処理】

代かきは
丁寧に

除草剤処理層

除草剤処理層




